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苫小牧演習林における

エゾノウサギの生息数変動
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By 
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要旨

667 

苫小牧地方演習林内の高速道路隣接地に約215haの調査地をとり，足跡法(林 1973)によ

るエゾノウサギのセンサスを 1978年から 1982年まで実施した。調査地には一部に針葉樹造林

地 (17%)，未立木地 (3%)等もあるが，大部分の地域 (80%)は広葉樹林におおわれた森林地帯

である。調査地内のノウサギ推定生息数は， 1978年の 2頭から 1982年の 32.4頭まで漸増傾向

を示した。調査期間中，調査地南縁に高速道路が建設されたが，ノウサギ個体群へのその影響

は認められなかった。また，調査地内でノイヌの足跡が毎年多数みられたが，その分布とノウ

サギの足跡分布とは大きくは重複しなかった。しかし，キタキツネの足跡分布とノウサギのそ

れは大きく重複した。エゾリスの足跡は1978年と 1979年に少なく，他の 3年には増加した。

キーワード: エゾノウサギ，センサス。
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1. はじめに

苫小牧演習林を通過する高速自動車道の影響調査の一環として，その道路に隣接した地区

に調査地を設け，エゾノウサギ Lepustimidus ainuの生息数を測定した(太田・阿部 1978，1979，

1980， 1981)。ノウサギ程度の大きさの動物では，その行動域が比較的広いため，道路の近接域

を除いて，その直接的影響は起りにくいと考えられるが，それを検討するのが本研究の主要な

目的である。

本研究を行なうにあたっては日本道路公団札幌建設局の関係各位をはじめ，北海道大学農

学部演習林五十嵐巨夫教授，石域謙吉助教授および苫小牧演習林の職員各位には大変お世話を

いただいた。また，調査の実行にあたっては北海道大学農学部応用動物学教室の学生諸君をわ

ずらわした。これらの方々の御好意に対し，感謝申しあげる。また，狩猟統計資料を提供いた

だいた北海道生活環境部自然保護課に対してお礼を申し述べる次第である。

2. 調査地の概況

苫小牧地方演習林は苫小牧市北西にある標高90m以下の丘陵地帯に位置し，広葉樹を主

体とする高木林，低木林のほか，カラマツ， トドマツなど各種の人工造林地からなる。

調査地は演習林の南東端の一角に約215haの地域を選んで、設定されたが，その南側縁にそ

って高速道路が走っている。調査地は丘陵上の比較的平坦な地形からなり，植生はミズナラ，

サワシパ，ハルニレ，カツラ， 1タヤカエデ，ハリギリなどの広葉樹二次林(約80%)，カラマ

ツ造林地(約7%)，エゾマツ・トドマツ若齢造林地(約8%)， アカエゾマツ造林地(約2%)お

よび未立木地・湿地(約3%)などからなり，広葉樹林の優占する，この地域の典型的な林地の

一つである。

3. 調査法

ノウサギの生息数推定法は林 (1973)の方法によった。すなわち，調査地内の雪上に，一夜

につけられたノウサギの足跡全長 (L)と一頭一夜の平均走行距離 (M)を測定すれば，その地域

のノウサギの数 (N)は L/Mによって求められる。そこで， LとM の求め方は次のとおりで

ある。

足跡全長 Lの測定法: 調査地内に2mx10mのコードラートをランダムに多数とり，そ

れらのコードラートを横切ってつけられた一夜の足跡本数を測定する。一方，この大きさのコ

ードラートを横切る切線の平均長は確率論を応用した計算から 2.95mであることが求められ

ているので，コードラートを横胡っlた足跡本数合計にこの値を乗じることによって，全コード
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ラート中の足跡全長が得られる。これから求めた単位面積当りの平均足跡長に調査面積を乗ず

ることによって，調査地につけられた一夜の足跡全長が得られる。なお， 2mx10mmのコード

ラートをランダムに配置するのは作業上困難であるため，次の簡便法が開発されており，今回

はこれを採用した。すなわち，連続して5個のコードラート(計2mx50m)をとり， 50m毎に

450 ないし90
0

に折れるようなジグザグ状の線上にそれを配置する方法である。今回の調査地

ではこのような調査線を東西および南北方向に約400m間隔で4本づっ計8本を設定し，コー

ドラートの標識のためポリ塩化ビニールパイプを 10mまたは20m間隔で立てた。こうして

作られた合計11，700mの調査線に沿って片側(原則として右側)に2mx10mのコードラート

を合計1，170個設定した。

一夜の行動距離 M の測定法: ノウサギ一頭の一夜の走行距離を求める方法としては色

素首輪法と足跡任意選択法があり，今回は後者を採用した。これは出合った足跡の任意の位置

から，足跡の進行方向と逆の方向の二班に分れて追跡し雪上に印されたそれぞれ当日および前

夜の寝場所までの距離を測定する。ただ，途中で交差する足跡があって追跡すべき足跡の方向

判定が不可能の場合には，サイコロによって一方を選ぶという方法をくり返し，寝場所までの

距離を測定する。この場合，サイコロ使用回数によって実演u値を補正する必要があり，その補

正値も計算されている。今回も各調査時にこの方法による Mの測定を試みた。 しかし，この

方法の利用にあたっては，雪質が非常に良好で，足跡が明瞭に判別できるという条件が必要で

あり，また，無数に足跡が交差するところでは事実上測定不能になることがしばしばあり 5

年間，延12回の測定を行なったうちで， 完全なデータが得られたのは1980年1月の l例(約

1，100 m)だけであった。そこで，柴田 (1974)が色素首輪法を使って測定した8頭のエゾノウ

サギについての測定値と上の 1例を合せて計算した平均行動距離1，263mを今回のすべての計

算に使用した。

調査は1978-1982年の 1月下旬から 3月上旬にかけて， 雪質のよい時期を選んで各々 3-4

日間実施した。ただし， コードラート上の足跡総延長の調査は各々 1-2日以内で終了するよう

にした。

4.結果

(1) エゾメウサギの生息数の変化

1978年2月には調査地内のコードラートを横切る足跡は全く観測されなかった。しかし，

この年はまだ道路工事の施工前で，調査地の南縁部(道路予定地)に1個所と，北西端に 1個所

の足跡が発見され，少なくとも 2頭は生息しているものと推定された。この年は調査地外の周

辺地域でも足跡は非常に少なかったため，生息数は全体に少ないものと考えられた(図-1)。

1979年3月初旬には調査線において 27本の足跡が測定され， 調査地内のノウサギ生息数

.は5.8頭と推定された。調査地内における足跡の分布は，中央から北部にかけて拡がっていた
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が，東西および南部の辺縁部ではみられなかった。

1980年 1月下旬には調査線において 62本の足跡が

発見され，ノウサギの数は 13.3頭と計算された。このよ

うな生息数の増加に伴い，調査区内におけるノウサギの

足跡分布はほぼ全域に拡がったが，南部の道路附近では

それがみられなかった。

1981年2月中旬には39本の足跡が記録され， ノウ

サギの生息数は8.4頭と計算された。 この数値は前年度

のものよりやや低いが，この年の調査時には全般に積雪

量が少なく，調査区内のごく一部ではあるが南斜面に雪

のない部分があった。そのため，測定された数値は実態

よりやや低くなっている可能性がある。ただ，調査区内

における足跡の分布をみると，それは北東部に限定され

るという，これまでとは異なった分布を示した。これは

30 

生

20 
思

数

10 

0 
1978 1979 1980 1981 1982 

図-1 215haの調査地内における
エソ、ノウサギ生息数の年次

変化

Fig. 1. Annual change in the 
number of hares in the 
study area (215 ha). 

ノイヌやキツネの活動と関係があったものと思われ，それを詳しく調べるため次のような比較

を行なった。すなわち，東西方向の調査線の南から第2番目以北の地区と，その線を含まない

それ以南の地区に分け，両地区の足跡分布を比較した。その際，調査線上の 5コードラートを

1単位とし，その中の足跡数に関係なく，各単位の中にそれがあるかどうかのみを判定基準と

してその区画単位数をかぞえた。次にこれを 100区画単位当りの足跡のあった区画数で示すと

次のとおりである。

北部

南部

ノウサギ キツネ

26.3 

1.0 

11.3 

32.0 

ノイヌ

9.3 

34.0 

キツネ+ノイヌ

20.3 

66.0 

このデータから，ノウサギとキツネ，ノウサギとノイヌ， ノウサギとキツネ+ノイヌの組

合せについて P検定を行なった結果，どの組合せにおいてもノウサギと捕食者の足跡分布は南

北で有意に異なっていることが明らかになった (p<O.OO1)。

1982年2月初旬には 151本の足跡交差が認められ，それから 32.4頭の生息が推定された。

これは，この調査を開始して以来最大の生息数となった。全体的に生息数が増加したことによ

り，調査地内で、の足跡分布はほぼ全域に拡がり，特に西半部で多かった。

(2) その他の動物の分布

ここで使用した調査法は，ノウサギ用に開発されたものであるが，雪上で生活するノイヌ

やキツネにも利用できる。ただし，これらの動物はノウサギに比べるとその行動圏が格段に広

いため，生息数の測定のためにはコードラートや調査対象面積をノウサギ用のものの 10倍以上
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-エゾノウサギ
0エゾ日ス
・キタキツネ
ロノイヌ
企ミンク
企イイズ十

図-2 6種の輸乳類の足跡分布

Fig. 2. Footprint distrihution of six mammals in the study area. 
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も大きくとらなければならないものと思われ，実用的とはし、し、がたい。しかし，今回のコード

ラートを横切るこれらの動物の足跡本数から，相対的な密度の比較や活動域を知ることは可能

である。また，エゾリスのように，樹上と地上の両方を利用する動物の場合，この方法による

生息数の推定は不可能である。しかし，この場合もこの方法で得られる足跡分布のデータは相

対的な生息密度や分布域の変化を知るためには有効である。それで，ここでは調査地内におけ

るこれらの動物の分布についてのみ述べておきたいと思う。なお，この場合 5コードラート

を1単位とし，その中の足跡数ではなく，それがあったかどうかのみを判定基準として分布図

を作った(図-2)。

キタキツネ 1978年にはキツネの足跡は西部のごく限られた部分で発見されたのみであ

ったが， 1979年には北半部でみられ， 1980年にはほぼ全域で認められた。しかし， 1981年には

西部と南部に比較的集中していた。 1982年も 1981年のものにやや似た足跡分布を示した。以

上の結果から，キツネの足跡分布は1981年を除き，ノウサギのそれと大きく重なっていた。

ノイヌ: ノイヌの足跡は毎年多く発見され， 1980年を除くすべての年で，主として中央か

ら南部，高速道路寄りの部分に多かった。また， 1980年は北部でも多くの足跡が発見された。

以上の結果から，ノイヌの足跡分布はどの年においてもノウサギのそれとは重なりが比較的少

なかった。

エゾリス: エゾリスの足跡は1978年にはわずか2例が発見されたのみで， 1979年には全

く認められなかった。したがって，これらの年には生息数は相対的に少なかったものと考えら

れる。 1980年以降は中央部にあるアカエゾマツ造林地を中心とする地域で足跡が増加し， 1981 

年には特に多かった。

その他， 1981年には北部の沢地でミンクと思われる足跡例と 1982年にはイイズナの足跡

が2例発見されている。

5.考察

本調査地におけるエゾノウサギの推定生息数は1978年以来急速に増加を示し， 1982年に

は32.4頭，すなわち0.15頭/haの密度となった。しかし，この値はまだ本種の生息密度として

は必らずしも高いものではない。例えば，柴田 (1974)が石狩の野幌で測定した密度， 0.38頭/ha

の半分以下である。ただ，生息密度の上限は環境条件によって異なるであろうから，苫小牧演

習林におけるエゾノウサギの生息密度が最大どの程度になるものかは今後の研究課題の一つで

ある。

ネズミ類，特にエゾヤチネズミは，一般に北海道南部地域のものは道北や道東域に比較し

て生息密度のレベルが低く，苫小牧地方のネズミの個体数変動もほぼ前者の傾向に合致してい

ることが知られている(出羽ら 1987，阿部1984)。ノウサギの個体数変動における地域差につい

てはまだほとんど調べられていないので，ここでの調査結果はそれをみるための一つの重要な
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資料になるものと思われる。また，ノ

ウサギにおけるこのような個体数変動

の傾向が本演習林における同時期のノ

ネズミ類のそれに類似していることは

興味深いことである(出羽ら 1982)。

今回明らかになったノウサギの個

体数変動傾向がこの地域だけに限定さ

れたものか，あるいはより広域におけ

る変動傾向の一環として現われたもの

かは明らかでない。そこで，これと狩

猟統計によるノウサギ捕獲数の年次変

動との関係をみると興味深いものがあ

る。図ー3に示したように，北海道全域
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図-3 エゾノウサギ狩猟数の年次変化

Fig. 3. Annual change in the bag record of hares 
in Hokkaido and in the lburi District. 

においても，また苫小牧地方の属する胆振地方だけをとってみても，狩猟によるノウサギの.捕

獲数はここ数年減少の一途をたどっており，苫小牧における今回の調査結果とは正反対の傾向

を示している。このような差が生じる原因として考えられるものは，一つは今回得られた生息

数の増加傾向が，この調査地域における限定されたものである場合であり，他の一つはノウザ

ギの生息数は全体に増加しているが，狩猟傾向の変化，すなわちノウサギに対する狩猟努力の

低下がある場合である。現在のと・ころどちらの原因によるかは明らかでないが，狩猟家は近年

におけるノウサギ生息数の減少を指摘している。しかし，これらに関してはさらに広範で正確

な調査が必要である。

調査地の南縁を走る高速自動車道は1978年春から土工事が始まり.1980年に完成，その年

の秋から運用されるようになったにもかかわらず，ノウサギの生息数はその聞を通じて増加し

た。また，ノウサギ個体の行動閏の大きさから考えても，道路建設が直接にしろ，間接にしろ

この地域のノウサギの生息数に重要な影響を与えたとは考えにくい。一方，苫小牧市の住宅域

とも関係をもっと思われるノイヌの活動域にも大きな変化は認められず，それは調査地内の南

部，道路に近い部分に特に集中していた。調査地内におけるノウサギの足跡分布が，この南縁

部において特に少ないのは，このようなノイヌの活動と関係があるかも知れない。ノイヌがノ

ウサギの捕食をどの程度行なっているかは明らかでないが，キツネと異なり，数頭の群れで狩

りを行なうので，ノイヌはノウサギの活動に対して大きな影響を与えているものと考えられる。

キツネもノウサギの捕食者であるが，その主食はネズミ類であり，ノウサギの捕食量はあまり

大きくない (ABE1975)。また，調査地内の両者の足跡分布が大きく重なっていることからみて

もノウサギとこの捕食者の関係はノイヌのそれとはやや異なっていることを示唆している。

ノウサギはほぼ完全な植食者であり，その食物は草本類，樹校，樹皮などである。また，
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豊凶の激しい種実に依存しているという報告はない。苫小牧演習林における植生状態にはこの

調査期間中にも目立った変化は認められないので，ノウサギの数の増加を食物資源の変化と結

びつけることはむずかしい。したがって，この変動要因に関してはネズミ類で行なわれてきた

ような詳しい研究が必要である。
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Summary 

A census was made of the Hokkaido hare， Lepus timidus ainu， by HAYASHI'S method 
(HAYASHI 1973)， in a study area (215 ha) covered with broad-Ieaved forests (80%)， coniferous 

plantations (17%) and other vegetation (3%) in the Tomakomai Experiment Forest of Hok-

kaido University from 1978 to 1982. The number of hares recorded in the study area in-

creased from 2 in 1978 to 32.4 in 1982. During this period， a highway was constructed 

along the southern border of the study area， but no effects of the road on the hare popula-

tion were detected. Many tracks of dogs， Canis familiaris， were found in the study area 
every year， but the distribution did not overlap largely with that of the hares. The distribu-

tion of tracks of red foxes， Vulpes vulpes schrencki， widely overlapped that of hares. Tracks 

of squirrels， Sciurus vulgaris orientis， were scarce in 1978 and 1979 but increased in the 
other three years. 


